
　医療経済性を考慮せよ、コストを削減せよと
声高に叫ばれる中で、十分な局所治療にもか
かわらず褥瘡が治癒に向かわないことが少な
くありません。壊死組織のデブリードマンや薬
剤治療が必要な場合は、医師の稼働に対する
人件費も加わり、使用物品や人的資源（作業
量）の増大をもたらします。さらに褥瘡治癒遷
延による入院期間の延長が医療経済性に及ぼ
す影響も、極めて大きいと言えます。
　創傷治癒促進目的の栄養治療の有用性は
明らかになっているものの、患者の栄養状態が
悪いままタンパク質のみを強化しても、基礎代
謝が優先され創傷治癒には向かいにくくなり
ます。まずは低栄養状態を改善するための十

分なエネルギー・タンパク質補給を進めた上
で、個々の状態に適した栄養製品の追加・調
整を行います。その際、食品と医薬品、どちらを
取り入れるかは多角的な視点が必要となるた
め、多職種によるチームアプローチが必要とな
ります。
　今回の2症例では、標準組成の経腸栄養製
品にHMB・アルギニン・グルタミン配合飲料を
追加しました。1日推奨使用量2包に対し、高齢
者の腎機能に配慮して1日１包（1/2包を2回）
投与とし、血液生化学検査値とDESIGN-Rに
よる褥瘡評価を行いました。その結果、HMB・
アルギニン・グルタミン配合飲料は1日１包投
与で、高齢者の腎機能に影響を及ぼすことな
く創傷治癒促進の助けになることが示唆され
ました。なお、高齢者は総じて脱水傾向にある
ため、BUN値は高値を示しやすくなることも
覚えておくとよいでしょう。
　創傷の局所治療・薬物療法はもちろん重要
ですが、高価なドレッシング材や薬剤を使った

からと言って、早期治癒につながるとは限りま
せん。治療を進めるためには全身管理が必要
不可欠であり、創傷治癒促進が期待できる栄
養素の強化は、栄養治療において早期治癒に
寄与するコストパフォーマンスの高い手段と
いえます。それぞれの治療にかかるコストでな
く、トータルコストの観点から医療経済効果を
考えるアプローチが必要です。



これらの結果より、経腸栄養療法におけるHMB・Arg・Gln配合栄養補助飲料の併用が、腎機能低下を伴う
高齢者の褥瘡治療の助けとなる可能性を示す、栄養学的な根拠になりうると思われた。
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